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山本 晴 彦*、 河 村 正 一 、 高木 伸 司*、 小 幡 行 雄*、 後 藤 智 範*、 藤 原 鎮 男**

*神 奈川大学理 学部 、平塚 市土屋2946

**国 文学研究資料館 、東京都 品川 区豊町1-16-10

1.は じめ に

安 全問題 は環境問題 とともに今 日大きなテーマ となってお り、様 々な方向か ら研 究が進 め

られ てい る。 しか しなが ら、安全 問題 は学際的な要素が極 めて強 く、多分野にまたが る問題

であ るため、情報が複数 の分野 の多数 のデー タベ ースに分散 してい る。例 えば、労働環境 に

起因す るア レル ギー問題 の情報 は、労働安 全衛 生、医学、化 学物質な どに関す るデー タベー

スに分散 してい る。しがって、安全問題 のよ うな学際的研究 に関す るテーマ の情報収集 には、

複数 分野の多数のデー タベー スについて検 索 をす る必要があ る。 しか し、現在 のオ ンライ ン

情報検 索の環境 は次 に挙 げる問題 を有 し、学際的研究の情報収集 は非常 に困難な状況 にある。

(a)個 々のデー タベー ス毎 に、個別 の分類 体系、 キー ワー ド体系(シ ソー ラス)を 持 って

い るた め、その利用 にあたってはそれ らについての専門的知識 を必要 としてい る。

(b)こ れ らの分類体 系お よびキー ワmド 体系についての資料は、大部 な冊子形態 での利 用

が多 く、多様 な専 門知識 と多 くの時間 ・労力 とを必要 とす る。

筆者 らは、上述 の安全研究 の情報 ア クセスの問題 を解決 す ることを意図 し1992年 度来下記

に挙げ る研 究 を行 ってきた。

(1)安 全用語 の収集 ための事例研 究国

(2)安 全用語 の出現頻度 分析 に基 づ く科学分野の80の 書誌デー タベースの調査[2]・[3]

(3)化 学、医学、原子力 な ど5分 野 に関連す る安全用語 の用語デー タベー ス構築[4]・[5]

(4)安 全用語デー タベー スを用 い る多重シ ソー ラス システ ムのモデル 囹

本研 究は、(4)の モデル に基づ き、(3)で 得 られ た安全用語デー タベー スを活用 し効 率的 な情

報検 索 を行 うた めに、専門用 語の用語関係 を図1.1に 示 され るよ うな二次元の グラフィカル表

示 を行 うなブ ラウザー の開発 を意 図 した もの である。本稿 では、階層構 造表示 を可能 にす る

データ構造、階層構造表示 ブ ラウザーの構 造、お よび利 用例 について報告す る。

Cl:「Termsコ1

図1.1シ ソー ラ ス ブラ ウザー の イメー ジ
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図2.11NSPECシ ソ ー ラ ス の 一 部[7]

2.シ ソー ラスにお ける用語 関係

2.1冊 子体 シ ソー ラスにお ける用語関係 の表示形態

一般 に
、書誌 データベー スでは、個 々の書誌 デー タへ のアクセ ス ツール として、 シソー ラ

スが用い られ てい る。 シ ソー ラスは、言 い換 えれ ば以下 の要素 か ら構 成 され る検 索用用 語辞

書 と見 るこ とができ る。

(a)デ ィスク リプタ

(b)非 デ ィスク リプ タ

デ ィスク リプ タは、個 々の書誌デ0タ に付与 され る索引語 である。 一方、非デ ィス ク リプ

タは索引語 で はないが、 当該分野 の利 用者が使用す ると想定 され る、デ ィス ク リプタの同同

義語 、または準順同義語 で ある。利用 者が適切 な索引語 を探す こ とがで きるよ うに、シ ソー

ラスには、両者 に対す る対応 関係 を示す 下記 の記号 が付 与 され ている。

非デ ィス ク リプタ ー〉 デ ィス ク リプ タ:USE

デ ィス ク リプ タ.一 〉 非デ ィス ク リプ タ:UF(usefor)

デ ィス ク リプタ間 には、その意味 にお いて包含関係お よび関連 関係 が規定 され てい る。 こ

れ も、下記 に示す記号 として個 々のデ ィス ク リプタに付 与 されてい る。

上位 語(BT:broaderterm)一 下位語(NT:narrowerterm)

関連語(RT:relatedterm)

図2.1は 、物理 学、電子 工学 、情報科学 の書誌 デ0タ ベー スの代表 的なデー タベー スで ある

INSPECで 用 い られ てい るINSPECthesaurusの 一頁 を示す。

stellaraccretiondisks

USEaccretiondisks

s窪ellar飢mospheres

OFatmospheres,stellar

curveofgrowthanalysis

starspats

stellarmagnetospheres

NTsolaratmosphere

RTcircumstellarshells

radiativetransfer

stars

stellarstructure

stellarwinds

CCA9710E

DIJanuarylg71

PTstars

図2.2シ ソー ラ ス に お け る用po関 係 の 例[7]

こ の 図 に 含 ま れ て い る 用 語"stellaratmospheres"に つ い て 、 拡 大 し た の が 図2.2で あ る 。

こ の 例 で は 、"stellaratmospheres"が デ ィ ス ク リ プ タ で 、 そ の 非 デ ィ ス ク リプ タ と し

て"atmospheres,stellar","curveofgrowthanalysis","starspots",・ … 、 下 位 語 と し

て 、"solaratmosphere"、 関 連 語 と し て 、"circumstellarshells","radiativetransfer"・ …

が あ る こ と を 示 し て い る 。
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2.2電 子媒体版 シ ソー ラスの構造

一般 に
、書誌 デー タの電子媒 体、特 に磁 気記録媒 体版 はISO2709で 規定 され た論理構 造 を採

用 してい る。ISO2709形 式の レコー ドは図2.2に 示 され る書式 で構 成 され てい る。

レ コー ドラベ ル1デ ィ レク トリ デー タフィール ド群 i

図2.11SO2709に よ る論 理 レコ ー ドの 構 造

この フォーマ ッ トで は、デー タその もの はデー タ フィール ド群 に格納 され、そのデー タの

内容 を示す コー ドが タグ とい う整数形 式でデ ィレク トリに格納 され てい る。INSPECシ ソー ラ

スでは、上述 したシ ソー ラスを構成す る用語 を識別す るため に、図2.2に 示 され るタグが用 い

られ てい る。

タ グ番 号

232

420

422

430

440

450

460

470

意 味

ス コ ー プ ノ ー ト(scopenotes)

シ ソ ー ラ ス 用 語(ThesaurusTerm)

UF参 照(`SeenFrom'Term)

下 位 語(NarrowerTerm)

上 位 語(BroaderTerm)

関 連 語(RelatedTerm)

最 上 位 語(TopTerm)

分 類 コ ー ド(CorrespondingClassificationCode)

表2.11NSPECシ ソー ラ ス で使 用 され て い る タ グ

前 節 で例 と して 用 い られ た用 語"stellaratmospheres"の 実 際 の レ コー ドの を図2.2に 示 す 。

00285NA≫>1100109≫>45≫0010008000000050004000080100004000124200022000164300019000

384500107000574700008001641$108111$C1$T1$STELLARATMOSPHERES1$SOLARATMOSPHERE

1$CIRCUMSTELLARSHELLS$RADIATIVETRANSFER$STARS$STELLARINTERNALPROCESSES$STELLAR

STRUCTURE$STELLARWINDS1$A9700!!!!GS1$B8310$B8320$B8340!!!!GMODELS$STATISTICAL

ANALYSISl$NUCLEARPHYSICS1$A2460!!!!ABILITY$QUALITYCONTROL$QUEUEINGT肥ORY$RANDOM

PROCESSES$RELIABILITY$RELIABILITYTHEORY$STATISTICALTHEORYOFNUCLEARREACTIONSAND

SCATTERING1$NATURALSCIENCES1$AO250$AO260$BO240$C1140!!!!AMANSPECTROSCOPY$TIME

RESOLVEDSPECTROSCOPY$TUNNELLINGSPECTROSCOPY$TWO-PHOTONSPECTROSCOPY$X-RAY

SPECTROSCOPY1$COMPUTERISEDSPECTROSCOPY$LASERBEAM

APPLICATIONS$LUMINESCENCE$MEASUREMENTBYLASERBEAM$MOSSBAUEREFFECT$PLASMA

DIAGNOSTICSBYLASERBEAM$SPECTRA$SPECTROC肥MICAL

ANALYSIS$SPECTROMETERS$SPECTROPHOTOMETERS$SPECTROPHOTOMETRY$SPECTROSCOPYCOMPUTING

1$AO758$AO765$AO775$C3380D$C7320!!!EACTIONSINVOLVINGFEWNUCLEONSYSTEMS$NUCLEAR

RESONANCEREACTIONSANDSCATTERING$NUCLEARSCATTERINGINVOLVINGFEWNUCLEON

SYSTEMS$NUCLEARSPALLATION$NUCLEOSYNTHESIS$PHOTON-NUCLEUSREACTIONS$PHOTON-NUCLEUS

SCATTERING$POLARISATIONINNUCLEARREACTIONSANDSCATTERING$TRITON-NUCLEUS

REACTIONS$TRITON-NUCLEUSSCATTERING1$NUCLEARPHYSICS1$COSMICRAYEFFECTSAND

INTERACTIONS$FISSION$NUCLEARBOMBARDMENTTARGETS$NUCLEARSPECTROSCOPIC

FACTORS$Nt1CLEARSTRUCTURE1$NUCLEARPHYSICS1$A2400$A2500!!!
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図2.21NSPECシ ソー ラ ス磁 気 テ ー プ版 の レコー ドの例

本研 究 では、実験 用 として このINSPECシ ソー ラスの磁気 テープ を使 用 した。詳 細 は下記 の

とお りで ある

主題分 野:物 理 学、電気 ・電子工学 、情報科 学

シ ソー ラス:1987年 度版INSPECシ ソー ラス

用語数:約9000語(デ ィスク リプ タ:約5500語 、非デ ィスク リプ タ:約4500語 〉

2.3シ ソー ラス ブラウザー の機能

シ ソー ラス中の用 語の上位 ・下位 関係 、す なわ ち階層 関係 とい うの は、よ り一般的 なアナ ロ

ジー としてデ ィ レク トリの階層 関係 を考 える ことがで きよ う。 したが って、用語 の階 層関係

の表 示は、Windows3.1やSolaris2.Xに お け るfilemanager 、Windows95に お けるExplorerに 類

似 した表 示形態 、機能 を もつ ことが シ ソー ラスブ ラウザー に必要 であ る。 また、エ ン ドユー

ザ0に とって の使 い易 さを考 え ると、表示 したい用語 を探す場合 に もキーボー ドを極力 必要

としない入力 が望 ま しい と考 え られ る。

本研 究で試 作す るシ ソ0ラ スブラ ウザー は、 これ らの要求 を生 かす ために下記 の機能 を有

す る ことを 目標 とした。

(1)シ ソー ラス用語 の用語 リス ト形 態の表示。

(2)(1)の 表 示状態 で、任意 の用語 をマ ウス ク リックす る ことに よる、

当該用 語 につ いての上位語 、下位 語 を二次 元的 な グラフィカル な表 示。

(3)上 記 の機 能 に よ り、複数 の用語 につい て、(2)の ウイ ン ドウを表 示 可能

(4)(1)、(2)を 初期 画面上で アイ コン化

(5)上 記 の機 能が等 システ ムで管理 され てい る個 々のシ ソー ラスにつ いて可能。

(6)上 記 の機 能 につ いてキ0ボ ー ド入力 を必要 とせず 、マ ウスオペ レー シ ョンだ けで

実現 可能 。

3.用 語の階層 関係 の木構造表 示

3.1用 語 デー タベー スの構 造

ブ ラ ウザー はシ ソー ラス構 造 をもつ専 門用語 デー タに対 し、上述の機 能 を有 し、かつ各操

作が利 用者 に対 しス トレスを与 えない応 答速度(2～3秒 以内)で 機 能す るこ と目標 として試

作 した。この応 答速度 の問題 は、上述の機能 の中で特 に(2)の 機能 、すなわ ち用語 の階層 関係

の木構 造表示 につ いて問題 とな る。 ある用語 について、そ の用語 を含 む木全体 を高速 に表示

す るため に、用語 デー タベー スのデー タ構造 として図3.1に 示す スキーマ構成 を考案 した。

1用 語番 号

2見 出 し語

3シ ソー ラスID

4デ ィス ク リプ タ識別記 号

5最 上位 語識 別記号

6デ ィス ク リプ タ番号

7非 デ ィスク リプ タ個数

8最 上位語個数

9上 位 語個数

10下 位 語個数

11関 連語個数

12分 類 コー ド個数

13非 デ ィスク リプタ番 号

14最 上位 語番号

15上 位 語番号

16下 位 語番 号

17関 連語番 号

18分 類 コー ド

図3.1階 層表示 化のための スキー マ構 成
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このス キー マ構 成 と表2.1に 示 した もとのデー タ構造 と大 き く異な る点 は、次 の2点 であ る。

(1)上 位語 、下位 語、関連語 、最 上位 語、非デ ィス ク リプ タ、分類 コー ドの各項に

つい て、それ らの個数 につ いての項 目を設 けた

(2)上 位語 、下位語 、関連語 、最 上位語 、非デ ィスク リプタ につ いて用語 その もの

ではな く、用語番 号 とした

(1)は 、あ る用 語 を含む木 を1つ の ウイ ン ドウに表 示す る場合、そ の ウイ ン ドウの縦 ・横 の

ビ ッ ト数 によ り、特定 のフォン トサイズの文字 で何文 字表示可能 は必然的 に決ま る。 このた

めの、木の各 レベ ル(深 さ)毎 のの用語 数、言 い換 えれ ば下位 語 の数 が必要 とな るの で、 この

よ うな項 目が必 要 とな る。

(2)は 、(1)と 同様 に ある用語 を含む 木 を表示す るときに、根、言 い換 えれ ば、最上位語 か

ら、各 レベル毎 に、下位 語 を探索す る必要が ある。 この とき、上記 の18項 目か らな る構造体

配列 を主記憶 中に格納 し、第13か ら第17の 各項 目にそれ ぞれ 用語そ のものを含 んでい る と、

各用語 を表示す る ことに、配列 の第1項 目に対 して探 索が必要 となる。 しか し、用 語そ の も

のではな く、用語番号 でかつ用語番 号 が配列 中の添 え字、位 置 を直接表 していれ ば、1回 の探

査 で直接 ア クセ スす ることが可能 とな り、表示速度 が著 しく向上す る。

例 として、例 として挙げたデ ィスク リプ タ"stellaratmospheres"の 用語デー タを含 む10レ

コー ドを図3.2に 挙げ る。

4199$INTERSTELLARMATTER$INSPEC$1$1$0$1$0$0$3$5$1

$$$$3659¥3661¥5648$1657¥4172¥4195¥4198¥5648$A9840

8264$STELLARATMOSPHERES$INSPEC$1$1$0$2$0$0$1$6$1

$$$$7963$1265¥7259¥8228¥8274¥8289¥8290$A9700

8265$STELLARCLUSTERS$INSPEC$1$1$0$2$0$0$0$0$0

$$$$$$

8266$STELLARCLUSTERSANDASSOCIATIONS$INSPEC$1$0$0$1$1$1$1$0

$1$8267$8228$8228$3566$$A9820

8268$STELLARCOMPOSITION$INSPEC$1$1$0$1$0$0$1$3$1

$$$$7970$2920¥5982¥8228$A9700

8269$STELLARDIMENSIONS$INSPEC$1$1$0$1$0$0$0$6$1$8270

$$$$5996¥8110¥8228¥8277¥8285¥8287$A9710Q

8271$STELLAREVOLUTION$INSPEC$1$1$0$2$0$0$1$5$1$8272¥8273

$$$7977$5982¥8225¥8228¥8274¥8277$A9700

8274$STELLARINTERNALPROCESSES$INSPEC$1$1$0$1$0$0$0$5$1

$8275$$$$5982¥7981¥8228¥8264¥8271$A9700

8276$STELLARMAGNETISM$INSPEC$1$0$0$1$1$1$1$2$1$$4950

$4950$7982$4916¥8228$A9700

8277$STELLARMASS$INSPEC$1$1$0$1$0$0$0$3$1

$$$$$8228¥8269¥8271$A9710N

8278$STELLARMODELS$INSPEC$1$1$

$$$$$8228¥8289$A9700

8279$STELLARMOTION$INSPEC$1$0$

$1100$$459¥8228$A9700¥A9810

0$1$0$0$0$2$1

0$1$2$1$0$2$2$$51175638

図3.2用 語 デ ー タ ベー ス の 一 例

レコー ド中 の"$"は 欄 区 切 り子(fieldseparator)、"¥"は 項 目内 区切 り子(delimiter)を 示

して い る。元 の フ ァイ ル か ら用 語 デ ー タベ.__.スへ の 変 換 は ソフ トウエ ア(awkscript)に よ り4
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段階で行なわれる。

4.シ ソー ラス ・ブラ ウ ザ ー

4.1ブ ラ ウザ ー の 構 造

本 シ ステ ム のGUI部 分 、す な わ ち ウイ ン ドウ表 示 部 は 、す べ てXToolkitお よびAthenaWidget

を用 い て作 成 した 。 ウイ ン ドウ表 示 部 は 、 下 記 に示 す12種 類 のwidgetを 使 用 し、 全 体 で46の

widgetで 構 成 され 、widgetの 階 層 は最 大7階 層 とな っ た 。

Panedwidget,Formwidget,Commandwidget,MenuButtonwidget

Viewportwidget,Boxwidget,Togglewidget,Labelwidget

Listwidget,Portholewidget,Treewidget,Textwidget

図4.1に 本 シ ス テ ム で 使 用 したAthenaWidgetの 構 成 図 を挙 げ る、,図 中 の 強 調 文 字 は 、 ウイ ン

ドウ頭 部 の ラベ ル 名 で あ る(図4.1～ 図4.7を 参 照)。

xthsrs

rCommand(Classification)

トーMenuButton(Terms)

rForm(1)十 一Command(Words)

rPaned→LCommand(Quit)

lLForm(2)Viewport(1)Box(1)

l

irSmeBSBObject(AtoF')

トSimpleMenudSmeBSBObject(GtoO)

→LSmeBSBObject(PtoZ)

lrBox(2)一

トtopLevelShell(terms)-Paned(2)一 →

i

i

lrBox(3)

LtopLevelShell(tree)-Paned(3)一 →

rToggle(2)

Form(5)→

LLabel(3)

Command(Close1)

LForm(3)‐Viewport(2)‐List(1)

rCommand(Close2)

HCommand(Hハ の

LCommand(Quit2)

トPaned(4)-Label(1)

LPortholeTreeToggle

図4.1Widget構 成 図

4.2使 用過程

図4.2は 当システムの起動時 の初期 画面 を示 してい る。

(1)用 語 リス トウイン ドウの表示

Termsボ タンをマ ウスク リックす る と、シ ソー ラス用語 がアル ファベ ッ ト順 に用語 リス ト形

態 で表示 され る。図4.3は この状態 を示 してい る。用語 の行頭 に付加 され てい る番 号は、用語

管理 であ る。 ここで、 ウイ ン ドウ左側 のス ライ ダーをマ ウスを上下 にスライ ドさせ るこ とに

よ り、利用 者 に とって調 べたい用語 を探す。 これ は、2.3節 で述べた機 能(1)で ある。
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Close

3307FUJID工CS

33α9FLU工USEDBEDS

3311FLU-DS

3313F山ORESCEh紀E

3314FLUORESCENTLANDS

3315FLUORESCENTSCREENS

3318FU10R皿IE

3320Fu」 〔醗IM三CO洞P[R.MIL'u

3321FLUxCREEP

3322FLUXFL〔 ㎜

3326FLU× 一しlhEL轟 ττICE

3330FLUXP工 剛IM3

3332FWXMETERS

33田F〔 翻S

a337F〔 コくKER-PL酬CKEQEJATIOM

3338FOODPROCESSINGTRDUSTRY

3339FmCE

33己郭DF[旧CEC〔 剃τROL

3341FOR⊂ 芝ME鱈 し1RI日輔Eヨ四丁

3343F[〕RECAS丁IM3τHE〔)RY

3344F口RGIWG

3345F〔 葺『岡FACTORS(ELEMENTARYPRRT工CLES)

3346F口RMF自CτORS(閥U]LE自R)

図4.2初 期画面 図4.3用 語 リス トウイ ン ドウ

(2)上 位語 ・下位語の木構造 ウイ ン ドウの表示

ここで、任意の用語 をマ ウスク リックす ると、その用語 がデ ィス ク リプタであれ ば、上位

語、下位語が木構造的 にグラフィカル に表示 され る。 この とき、 ク リックされ たの用語 の木

構 造全体が表示 され、押 され た用語 を示す ために矩形 で囲 まれ る。図4.4は この状態 を示 して

い る。デ フォル ト状態では、木構造 は水 平方 向に表示 され る。ウイ ン ドウ上部のH/Vボ タンは

この木構 造の方向 を水平(Horizontal)、 垂 直(Vertical)に 自由に変え ることを可能 にす る も

ので、図4.5の 状態 で このボ タンを押す と、垂直方向 で表示 され る。

シソー ラス には、100以 上の用語 を下位 語 として もつ包括的な概 念 を表す用 語が ある。(1)

の ウイ ン ドウでこのよ うな用語 の任意 の下位語 をマ ウス ク リック した場合 には、 ウイ ン ドウ

に表 示 しきれな くな る。 この よ うな問題 を解決す るために二次元 カー ソル を付加 した。 ウイ

ン ドウ左上部の矩形 が、この二次元カー ソル であ り、マ ウスで この矩形 を動かす ことに よ り、

表示 されていない部分 を自由に表示す るこ とができる。
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[亟ヨ[重口[亜]
コ

㏄CUP菖 工1〔〕『賦LACCIDEN工S

TRAFFIC自CCIDENTS

zBLOWOUTS

影:黙論
瞭〕TORVEH=[CLEACC工DEコM工S

、 一
J

図4.4木 構造 ウイ ン ドウ(水 平)

ゴヱ1
xtree

iI.vUユuse [亘 正]。 虹[

口
ACCIDEN工S

｠

lCIDE皿S

DESIGNBASISACC工DENT

//＼
自丁騨Sl鵬XI凹U凶CRED工BLE ACCIDENT

｠

一

ECU]略 工(N

図4。5木 構造 ウイ ン ドウ(垂 直)
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(3)複 数の用語の上位語 ・下位語 の木構造表 示

上述の(1)お よび(2)の ウイ ン ドウ表示 は どの時点 で も可能 であ り、任意 の数 の用語 につ い

て これ らの ウイ ン ドウが表示 可能 である。 図4.6は この状態 を示 してい る。
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図4.6複 数の ウイ ン ドウを表示 した状 態

(4)ウ イ ン ドウの擬 似アイコ ン化

図4.6に 示 され るよ うに、複 数の ウイ ン ドウが同

時 に表示 され 、個 々の ウイ ン ドウが部 分的 に隠れ

て しま うと、利用者 は どの用語 を表示 したか を把

握す ることが困難 にな る。 この問題 にたい しょす

るために、図4.7に 示 され るよ うに、個 々の ウイ ン

ドウの擬似 アイ コン化機能 を設 けた。

図4.7ウ イン ドウの擬似 アイコン化

4.3問 題 点

様々な用語の木構造を表示させることによるテ

ス ト試用の結果、主に下記の二点について問題が

蟹thsrS

C舳 ・fig・at%:,n[TermsコWordsコquit

國
RCCI旧4TS

国
TermsAtoF

J
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露 呈す るこ とになった。

(1)木 構造表 示

実験 に使 われたINSPECシ ソー ラスにおい て、非常 に多 くの用語 を含む木 があ る。言 い

換 えれ ば、最 上位語 として非常 に包括 的な用語 があ り、その よ うな用語 は、非常 に多 く

の下位語 、 また他 と比較 して非常 に深 い階層(レ ベル)か らな る木 を構成す る。その よ う

な木 に含 まれ る任意 の用語 に対 しては、木構造 ウイ ン ドウをデ ィスプ レイのサイ ズに拡

大 して も、全 体 を表示す るこ とができない。 この問題 について は、次 の よ うな対処法 が

考 え られ うる。

(a)木 の大 き さに応 じて、 フォ ン トサイ ズを 自動的 に変更す る。

(b)複 数 の ウイ ン ドウに分割表示す る。

(2)フ ァイル の読み出 し

本ブ ラ ウザーで は、木構造 ウイ ン ドウの表示効 率 を高 めるため2.3節 で述べ たスキーマ

か らな るフ ァイル構造 を採 用 した。 このた め、 ブラ ウザ0の 起動時 にシ ソー ラスの全用

語 を読み込む 必要が ある。数 万語か らな るJICSTシ ソー ラスを用い る場合 には、ブ ラウザ
ー の起動 に分 単位 の時 間を要す る

。 また、 この こ とは、複数 のシ ソー ラスを用 い る場合

に も生ず る。 この問題 には下記の よ うな解決 案が考 え られ る。

シ ソー ラス を構成す る最上位語 の数 毎 にファイル を分割 す る。起動時 には、用

語 リス トだ けを読 み込み、用語 リス トウイ ン ドウでマ ウス ク リック時点 で、そ

の用語 を含む ファイル を読み込み表 示す る。 この表示方 法では、木構造 ウイ ン

ドウの表 示 に要す る時間 が現在 の方法 と比較 し若干増 え るが、本 ブラ ウザー で

い くつ もの シ ソー ラス、何十 万の用語 も扱 うこ とができ る。

5.お わ りに

本研 究で試作 され たシ ソー ラスブ ラ ウザー は、従来の冊子体形 態の シ ソー ラス と比較 して

次 の よ うな利 点が ある。

(1)任 意の専 門用 語の上位 語 ・下位 語 を木構 造状 に二次 元 グラフィカル に表示す る こ

とが でき る。 言い換 えれ ば、人間 の感性 に適 した形態 で表示す るこ とができ る。

(2)こ れ らの表示 を、2-3秒 で行 な うことがで きる。 冊子 体の シ ソー ラスで同様 な

操作 をす ると、数十秒 か ら分単位 の時間 を要す るので、探 索時間 は10-20倍 の向上で ある。

(3)デ ィスプ レイ 上に、複数 の用語 の上位語 ・下位 語の木 を表示す ることがで きる。

(4)登 録 され てい る複 数の シ ソー ラスについ て、(1),(2)の 機 能 が実現 で きる

本 システ ムは、下記 に挙げ るよ うな分野 で極 めて有用 であ ると思 われ る。

(1)オ ンライ ンデ ー タベ ー ス検索

(2)索 引付 け作業

(3)シ ソー ラスの改 定作業

本ブ ラ ウザーの使 用 は特 に(1),(2)に 関 して、現状 と比較 し著 しい向上 が見 られ るで あろ

う。

今後の課題 として は、4.3節 で述べ た問題 点 を解決す る とともに、本ブ ラ ウザーが持 つべ

く実装 され ていない下記 の機能 の開発が あ るる。

(1)あ る単語 か ら、そ の単語 を含むデ ィス ク リプタの表示

(2)デ ィス ク リプ タの関連語 、お よび非デ ィスク リプタの グラフィカル表示

(3)非 デ ィス ク リプ タか らの上位 語 、下位語 を木構造的表 示

(4)シ ステ ム終了時の状態 の保 存

(5)ズ ー ム機能(windowの 拡 大/縮 小 につれ て、文 字が拡大/縮 小す る機 能)
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